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振り付けに関する一考察
～バレエ「ロミオとジュリエット」より～

奥野知加

1 はじめに
表2 動きの凡例

訊／ 89 ／餌 郎／ 8~ I閥

近代バレエの代表作「ロミオとジュリエット」は

19世紀のクラシック・バレエの形式にとらわれるこ

となく、それぞれの振り付け家が自由な発想と様式

で独自のものを創作してきた作品である。中でもラ

ブロフスキー版（ボリショイ・バレエ）とマクミラン

版（ロイヤル・バレエ）は東西の雄として高く評価さ

れl)、人気を集めたもので、現在でも多くのバレエ

団で上演され続けている。本研究ではこの両版の

「バルコニー」のシーンに着目し、研究題材とした。

この「バルコニー」のシーンは「ロミオとジュリエ

ット」 のハイライトとでもいうべき場面で、この

シーンだけ独立した形でガラ公演などで頻繁に上演

されており、振り付け家はまずこのシーンから創り

始めるといわれている。 今回は、このシーンにお

ける両版の振り付けの特色を知るために、それぞれ

の動きの内容と構成を明らかにし、比較検討を試み

た。

2,研究方法

l，文献資料により作品の背景と上演の歴史を知る。

2,VTR姿料より両版の動きの内容（種類、実動時

間、形態）を知る。
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3,結果と考察

(I)作品の背景と上演の歴史

19世紀までにチャイコフスキーの三大バレエに代

表されるような全幕物の物語バレエは、ペローやプ

チイパらの手によってその様式が確立された。そし

て今日でもそれらは根強い人気を保ちながら数多く

上演されている 2)。一方、今世紀に入ってから創ら

れた「ロミオとジュリエット」は同じ全幕物の物語

バレエであるにも関わらず、それまでのものとは様

相を異にし、それぞれの舞踊作家が独自のスタイル

を次々に打ち出すという展開をみせた。そして現在

までに50数人の舞踊作家が多種多様な版を発表し

（表 3参照）また、作曲家もプロコフィエフやベル

リオーズなど、十指に余る人がこれを手がけている

3)。（表3参照）

本研究の対象作品のラブロフスキー版は、初期の

傑作と高く評価され、その後の同作品に多大な影響

を与えたと同時に、あらゆる近代バレエの原点とも

なる作品であるとされている4)この作品の特徴は、

物語と直接関係のないデイベルティスマン5)を廃

し、またパ・ド・ドゥ6)後のお辞儀も無くすなど、

途中で作品を中断することなく純粋に物語を踊り上

げるスタイルに仕上げられていることである。この

ことは、今でこそ特別なことではないが、当時のそ
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れまでのバレエダクション方式からすると大変画期

的なことであることがわかる。そして、それ以降発

表された同作品は、このラブロフスキー版を如何に

超えるか7)を最大の課題として創られていったとい

われている。

一方、マクミラン版「ロミオとジュリエット」は、

ロイヤル・バレエのケネス・マクミラン振り付けに

よる全幕物であるが、ラブロフスキー版より 25年後

に発表され好評を博した8)。当時のマクミランは19

世紀のクラシック・バレエを革新すべく精力的に創

作活動を行なっていた。この作品がラブロフスキー

版以来の傑作といわれた所以は、当時ゴールデンコ

ンビといわれたフォンティーン、ヌレエフという恵

まれた主役に因るところもあるが、それよりもマク

ミラン独自の解釈による、ジュリエットに焦点を当

てた見事なダンスドラマの展開と、形式にとらわれ

ない表現力豊かなアンシェヌマンりが見る者の心を

強く打ち、高く評価されたものと考える。

上演の歴史は表 3の上演リストに示したが、今世

紀の名作に相応しく数多くの有名な舞踊作家が独自

の版を発表し、現在までに50数版を数える。同一の

戯曲でこれほど多くの作品が作られる例はほかに見

ることが出来ない。中でも著名な作品は、 1926年の

ディアギレフのバレエ・リュスによるニジンスカ版

で、時代設定も主役の役柄も現代風（当時の）に大幅

に変えられ、また幕間にバランシンの間奏曲が挿入

され、ミロとエルンストが美術を担当するなど、か

なり先駆的な作品であったことが推察される。次い

で1940年のラブロフスキー版、 1943年のチューダー

版、 1955年のアシュトン版と話題作が続き、特にチ

ューダー版はパ・ド・ドゥまでも大胆にカットした

一幕ものとし、初演の時点で未完成であったことで

も有名である。 1957年のロビンス版はミュージカル

「ウエストサイドストーリー」としてバーンスタイ

ンの曲と共に話題を呼び、 1958年のクランコ版は65

年のマクミラン版と同様水準の高い作品とされ、現

在でも多くのカンパニーで上演されている作品であ

る10)。1966年のベジャール版は、原作のイメージか

らかなり離れた社会派の作品として独自の境地を発

表している。その他1971年のノイマイヤー版、 77年

のヌレエフ版、 78年のグリゴロービッチ版と70年代

の話題作が挙げられるが、中でもグリゴロービッチ

版はラブロフスキー版と好対照な作品として同じボ

リショイ・バレエ団のレパートリーとなった程であ

る。最近では、 1990年にヌーベルダンスの雄、プレ

ルジョカージュによる「ウエストサイドストーリー」

のバレエ版とでもいうべき斬新な作品が発表され、

注目されている。以上のほか世界各国のバレエ団で

現在もなお独自の「ロミオとジュリエット」が創ら

れ、上演され続けており、おそらく今後もいろいろ

な新作が生まれ続けるであろう。この様に、この作

品が永遠のバレエ主題として生き続ける大きな要因

の一つは、台本であるシェイクスピアの有名な悲恋

戯曲がバレエという表現芸術と結びつくことで、そ

の物語の感傷性が美しさと共に一層増幅され、見る

者の心を強く掴んだからであろう。また、もう一つ

の要因としては、使用音楽が挙げられる。多くの作

家がプロコフィエフ版を使用しているが、全52曲か

ら成るこの音楽は、優美な旋律の部分や不協和音の

部分、穏やかなリズムのところや激しいリズムのと

ころ、またそれらが入り混じったものなど、複雑な

構成になっている。そして、それらの一曲ー曲が登

場人物の情緒の変化と深く結びつき、その人間像を

明確に描き出すはたらきとして功を奏し、それまで

のクラシック・バレエ曲の、甘美なメロディー一辺

倒のものとはかけ離れた斬新な魅力を持つ音楽であ

った。以上のようなことが、多くの振り付け家を創

作へと駆り立てた要因となっているものと考える。

(2)動きの内容

それぞれの版の動きの内容を12の運動群に分類

し、その表出実動時間（秒）を作品ごとにトータルし

たものが表4である。両版は同一の曲であるが演奏

の遅速と編集によって70秒の差があったのでパーセ

ンテージ換算し比較してみた。これによるとラブロ

フスキー版では、ポーズ(p)が22％以上で最も多く、

次いでリフト(1)の15%、サポート(sp)13％の順であ

った。同版で逆に少ない運動群は、パ・ド・ブレ

(pb)2.6%、ターン(t)2%、各種ステップ(s)0.8%、と

なっていた。マクミラン版では最多がマイム(m)で
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表3-1 主な上演リスト

年 ！ 振付 音楽 ！カンパニー ロミオ ！ジュリエット

l 926 / B・ジこンスカ C・うンバード ！ 1lシ7・バVIH S・IJ77ーJi, ! T・カルサヴィナ
I i G・バうンシン I ＇ ＇ i A •こキーチナ

l 93 8 ＇ , ＇ 1リッタ 1mm  I ： チェJスtlltキ渭訊VI I , ＇ 

1910 : L・ぅ如託 加 7ィI7 ！ ギ町・,~直 G•tJl,ゲイ I7 : G・りう）リ

1942 : S•IJJ7ー A, I チャイJ7スキー ： サ)\,•ブレイ I ル S・リ77ーJl, ! L・チェリーナ
I I ・I 

1913 1 A・チューダー F• デリりス ： 7 メリカン•,~vr.・シ7ター 11 • vインリ N・ケイ
I I I I i A• マルJ り

I 'j I j I I f\•70 ン‘l 

l 9 4 6 i l、•う 1町スキー 1nJ 7ィエ7 ' 刹沼•Itvr.Bl M・ガ柔ヴィッチ ' G・りう／り

l 9 4 6 I ： チャイJ7スキー モンT―カルn眉I{VI甘 S, IJ 7 7ール y, シ 3 り~v

1918 : T・グス7ォスキー ブnJ 7ィI7 ドイツ•ベルリン• G・うインホルb N・ 卜n7イモり
1I 

オペう・バV墳

19~ 9 :I チャイJ7スキー パリ・オペう世l"VIH A ・カリウジこ— Y・シ3ヴィV

19~9 : G ・スキじン チャイJ7スキー クエ）以・バvI目 I G・スキビン E・バガり

1950 : 13・バルトうン ， チャイJ7スキー I立デンマーク・バVI闘 E・1ルーン M・ヴ7ンサー
I I I 

1955 : ' h•O ドリゲ.ス ： ' 10J7ィ.エ7 ：' スカう粉WI目 G・ペルジー：： ＇ V・ヴ1ルディ
i I i I i I M・ ~ストーこ 0・7マティ

1955 : F・7シュトン ＇ I I ＇ I 加 7ィI7 i 刊デンマーり・バレ項 II・クnンスクA M・ヴ7ンサー
, E・1ルーン K・ 汽：ーヌ
I 

1955 : I S・'J71-ル ：I 1DJ7ィエ7 lil) •オペう世livエ団 M・ルJ- L・ダイデ

l 9 5 7 J. n tンス ： L・バーンスタイン 10ードりIイ （りIスト・サイド＂眉）

＇ 
l 95 8 ]・りうンJ : ＇ 1UJ7ィI7 スカう性9(VIIll M・tストー： ! C・ 7う9チ

1959 W・り砂）t卜 ！ 1[JJ7,{17 シュツットガルト・バV填 R・バう X • ltv-

196~ J・りうンJ : 1DJ7ィ17 I カナダ国立lりVI付 R・バう M・八イデ
I I 

1965 K・マりミラン ！ 1nJ71 17 ! nイヤル・バvl R・ヌvI7 M・ 7ォンテーン

1966 E・1Jl-ーン ： 1 n J 7 { I 7 ！ テ7 ト t] ・デル・オペバう v•I 目 E・1Ji-ーン C・7うッチ

l966 M・ベジャーJI, :I ペJI,IJオーズ 20円fltvI固 J・ドン 11 • 7サカり

1967 A・うEス ：I 1DJ7ィI7 バリ・オペう崖l(VIH , I A・ぅビス C・ヴうッシ

1968 J・りうンJ : I 1tJJ7ィI7 7.カう粉(VI日 ： I A,うビス C・7うッチ
I I 

1968 I J・クうンJ ＇ I ＇ ＇ ＇ 10J7イ1.7 ミュンヘン眉立オペう・ ＇ i K・りうりス K・りェルJン
： バV填
I 

1969 : I 8・クルペール ：I 10J7ィエ7 りルペルグ・バvlffl : I M・エり L・りItーグレン

1969 : R・ベイジ ： チャイJ7スキー シカ1・バvr.団 : G・うインホルン Y・シ3りィV

1969 : L・チェルこチ37 : ベJ),リオーズ キーn7・バvI日 ： A・グうイ17 I・ JルバJり
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表3-2 主な上演リスト

叩
一
叩
一
叩

1 9 7 l 

1 9 7 l 

1972 

1 9 7 3 

A • 7 nンリ ： 
I 

G・スキゼン ， ＇ 
＇ ， 

V ・l:'.7ジ！， 
J・）イマイヤー 1 ＇ 

＇ I 
I ， 

M・りう ， I 

＇ ＇ L•l\7 ゲン I 
I 

＇ 
F・7シュトン ， ＇ 

i 
V・スクう卜7 , 

I 

M・サンテステ桁ン：
＇ ＇ J・クうンJ ; ＇ 
I 

J・）イマイヤー ， ＇ 
I 

＇ I 

T 

J・）イマイヤー ： 
I 

J・りうンJ ; 
I 

I 
T 

R•77 シーリャ ！ 

t 
A・7レイズ ： 

I 
I 

＇ ＇ R・ヌvI7 : 

i 
Y・グリ10ーヴィッチ：

t 
Y・グリ1nーヴィッチ

A ・バスケス、そU)~ : 
I 

1nmI7, 
I 

I 

1叩 71I7,＇ 
＇ 

1四 71訂 I＇ 
＇ ＇ I ， 

1m m : 
I 

ベルリオーズ ， I 

I 

1血 71訂 I＇ I 

＇ ＇ T 

加 叩 l 

A・1リセッキー

J・ネグリ7

v•n ジ

1・/イマイヤー
T·7 ィ：：—

V • I¥うペス

A・1nン`）

0・7ェリー

D・点ールドウイン

沢n1-n
M・りルーゼ

P・りイン希ルト

P・シャり7ス G・7ルトン

1973 G・fvッタ 胃• EオV

l 9 7 4 

l 9 7 4 

1 9 7 4 

1975 

1975 

1977 

1977 

1978 

1979 

7

7

 

I

I

 
号
1aJ7ィエ7

1aJ7は7

1nJ7は7

キューバ目訊VIH i 
JI]ン肩眉lWI甘

｛ 

1)3 ン・オペう•Itv墳 I 
I 

I ， 
万ンり7 ルト・オペう• : 

加 H! 
加・オペう・バVIH , 

I 

I 

点ン•オ芍•Ii直 I 
l 

I 

ll ンドン•7 I J..テイバル・ ， 
I 

バ肛 ： 
＇ ＇ グうン・テ7トル ！ 
i 
I 

＇ オー訃う')7•バvI目 ！ 

約1Ji-グ・バV項 I ＇ 
！ 

刊デンマーり・バvI甘

肪ン・テ7トJl,

トリ／，オペう・バレ瑶

K• J-

J•J イマイヤー
T·7 ィ：：—

I・ 7ンデルセン

R・クうガン

J・ウルバン

プ[JJ7,tI7

10]刀訂

1nJ7ィ17

1nJ71I7 

ジ37リー・バVIH

n ンドン •71 ステイバル、
バltl : 

l(1J ，オペう i,~vrBI : 
l 

刹沿イ・バVI付

K・マッケンジ一

L•7Jl, ドりス

M・りiーゼ

R・ヌVI7

M • I ・カーり

M・ハイデ

C・77ッチ

L・スうージ
I ・7うリー
D・ジャクリン

E•l.7 ドキモり

l980 

l980 

l98l 

T
I
I
I
T
I
I
I
T
I
I
I
 

J. Jl,7 IーヴJl,

R・ヌvI7

―T 

7

7

 

ズ

I

I
翌一加

D• M7ーこ

N・ペスメルト／り 、
N•J ンドうティ Iり，

+ 
り正こ •9(VI 甘 ： 

I 

スカう籾V填 ： 
I 

ヤン 1· りうシッり•バ v.r : 
I 

M・ドナール

A・柔ガティリ37
M・ うり叩スキー
M • 1JIlt 

A・ J/tりス

R・ヌl,,IJ

S・イサイロ
,-

M• マ紆チネス

C・77ッチ

M· ぺHりン•ベベシッチ

33％以上、次いでリフトの約22％とこれらで過半数

に達している。少ない運動群は、ジャンプ＆ターン

(j&t)l.8%、パ・ド・ブレ(pb)l.7%、ステップ(s)0.9% 

であった。これらによるといずれも、バレエ特有の

動きポーズ(p)、リフト(1)、サポート(sp)などが目だ

っているが、例えばロミオが踊るパートでは、ジュ

リエットはその間ポーズのまま動かなかったり、ア

ダジオ系の動きの場合は必ず男性がサポートしてい

ー不詳

る動きまでトータルされており、それらが上位を占

める結果となってることがわかる。このバレエの

パ・ド・ドゥ特有の踊りの形態を鑑み、その場の踊

りの内容からどちらの動きが主体であるかを判断

し、作品構成上の動きの内容としてまとめたものが

表5である。そして、それをもとに実動時間を、主

体になる踊りの形態、ロミオの動き、ジュリエッの
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表 4 役柄における動きの内容

ラフロフスキー—版 マクミラン版
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続いている。ラブロフスキー版がいろいろな動きを

均等に使用しているのに対し、マクミラン版はマイ

ムとリフト中心の動きで構成されていることがわか

る。

表6より、どちらの版もジュリエットの動きが主

軸の作品構成であることがうかがえる。つまり、組

んで踊る(joint)パートの内容はリフト(l)若しくはア

ダジオ系(a)の動きであり、これらは全てジュリエ

ットの動きを強調するための動きの形態と見なすこ

とができる。従ってジュリエットのパートは、ラブ

ロフスキー版で69％マクミラン版で66%、がこれ

に相当することとなる。その他、ロミオのパート、

別々に踊る(separate)パートとも両版ほぼ同じ割合で

あり、全体を通して、踊りの形態の使用頻度につい

ては、両版とも大きな相違はないものと見なせよう。

表5 作品構成上の動きの内容
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表6 踊りの形倍による実勅
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ロ
動き、二人が組んで踊る (joint)、別々に踊る

(separate)、にまとめたものが表6で、表 5、表6を

あわせて作品の流れを図式化したものが図 1であ

る。

表 5よりそれぞれの版の動きの傾向をみると、ラ

ブロフスキー版ではアダジオ系(a)が20%、次いで

リフト(1)、ポーズ(p)、ランニング(r)、ジャンプ系

(j）とほぼ同じ割合(15％前後）で使用されている。一

方マクミラン版では、マイム m)とリフト(l)で50%

を占め、アダジオ系(a)11%、ランニング(r)9.8％が

図 1 作品の流れ
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図 3 pa I I 2の動きの構成

(oar I 2) 

88 94 116 130 150sec 

う・屈

〇ミ

ジl

0ミ

マ•屈

ジ1
I l l ~ ---―ヽ•-'-
86 100 126 152sec 

図4 OH  I 3の動きの構成
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また、図 1は曲の構成と踊りの形態の変化を図に表

わしたものである。この曲は全体を4つのパートに

聞き分けることができる (part1 ""part4)。その内訳

は、 part1は、静かで穏やかな曲相ではじまり、

part2は少し力強い感じに転じ、 part3で起伏の激し

い旋律が盛り上がりを感じさせ、 part4で再び穏や

かで静かな感じに戻り終わる、という明快な起承転

結型である。但し、マクミラン版のpart3は同じフ

レーズが2度繰り返えされているためにその部分の

時間が加算されて多くなっている。これを踏まえて

全体の踊りの形態の展開をみてみると、 partl以外

は踊りの形態がほぼ同じであることがわかる。つま

り両版ともpart2がロミオのパートであること、ま

たpart3が組んで踊るパートであること、 part4が混

合のパートで、別々に踊る、組んで踊る、ジュリエ

ットの踊りがみられることなど、一致する点である。

partlは、ラブロフスキー版は組んで踊るパート、

マクミラン版は別々に踊るパートと異なっている。

次ぎに、各パートごとに動きの内容を明らかにし

両版を比較してみると、まずpartl（図2）のラブロフ

スキー版は、組んで踊るアダジオ系の動きが中心で、

アラベスク(a)、パ・ド・ブレ(pb)、リフト(1)がみら

れ、ジュリエットのパートであることがわかる。一

方マクミラン版はマイム中心のもので、歩く、走る、

以外は運動として明確に判別できるものはみられな

かった。

part2（図 3）は両版ともロミオのみのパートで、動

きの内容もジャンプ(j)とターン(t)やそれらの組み

合わせから成り、テンポの速い動きで統一されてい

る。その間ジュリエットは、どちらの版もポーズ

(p)かマイム(m)であまり動かず、ロミオの動きが中

心であることがわかる。このpart2については両版

とも同じ動きの内容を持つものといえよう。

part3（図 4)は作品構成上の山場にあたる。ラブロ

フスキー版ではリフト (1)、アラベスク (a)、パ・

ド・ブレ(pb)、ランニング(r)、ターン(t)、ポーズ(p)

などが短い周期で目まぐるしく展開し、中間部にロ

ミオの動きが少し組み込まれている以外はすべて組

んで踊る形式である。特にリフト(1)は頻繁にみられ、

全部で6回行なわれる中でも、 3回目と6回目のもの

（図 6)は曲の盛り上がりと共に高く、実動時間も長

く行なわれている。その他のリフトも図 6のいづれ

かと同様であった。一方マクミラン版は、 前半は

リフトとリフトの間にジュリエットのターン (t)，ア

ラベスク (a)、などが組み込まれるロンド形式で、

後半はリフトとリフトの間にマイム(m)が組み込ま

れているロンド形式になっている。リフト(1)は合計

8回と多く、いずれも移動を伴うものや回転を伴う

もの、扁いレベルのもや低いものと、 8回の全てが

形の違うものである。（図 7)しかし、曲の盛り上が

りの部分にはマイム(m)が当てられ(244sec,274sec,)

ており、後半になるにしたがってマイム(m)の部分

が増える傾向にある。この点がラブロフスキー版と
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図7マクミラン版のリフト

大きく異なるところであり、特にラブロフスキー版

にはあまり見られないロミオのマイムがマクミラン

版では多く、後半のほとんどがマイムで占められて

いて、この間ジュリエットは速いテンポのステップ

(S)を行ない、別々に踊るパートになっている。

part4（図 5)のラブロフスキー版はリフト(1)、アダ

ジオ(a)以外はロミオとジュリエットがユニゾンで

動いていることがわかる。動きの内容はジャンプ(j)、

ランニング(r)、ポーズ(p)で二人が同時に同じ動き

を行なっている。終盤は、マイム(m)、アラベスク

(a)、ポーズ(p)とゆっくりとしたものに変化し最後

はポーズをして終わっている。マクミラン版は

part3の延長でリフト(1)とマイム(m)が中心で、最後

にジュリエットが走り (r) ロミオが歩き(W) 二人

別々のポーズで終わるという構成になっている。

図6ラフロフスキー版のリフト

4,まとめ

今回の研究結果から、両版とも踊りの形態、作品の

構成については大きな違いは見られず、それぞれ音

楽の構成に沿った作品の組み立てと、それに合わせ

た踊りの形態であることが明らかになった。しかし、

動きの内容にはそれぞれの特色がうかがえた。ラブ

ロフスキー版は、パ・ド・ブレとマイムが全体の動

きの10％以下であることと、単独のステップが使用

されていないことを除けば、その他の動きは全て

lu%～20％の割合で出現し（ジャンプとターンは合

わせて）平均的に使用されていた。特に、 part4に

この版の特色が顕著に表れている。つまり、 part3

で作品の山場をリフトを中心に動いた後、 part4の

作品の終末に向けてもなお動きを抑えることなく、

ジャンプや走りを使用したユニゾンを繰り返しおこ

なって、飽くまでも動きを駆使するという姿勢がう

かがえる。このラブロフスキー版における振り付け

上の特色は、作品を通してみられる淀みない多様な

動きの展開にあるといえよう。

一方マクミラン版の特色は、マイムを主軸にした

動きの構成にあるといえよう。どのパートにも必ず

マイムがみられ、特にpartlは全編を通してマイム

が貫かれている。また、 part4にも長いマイムがみ

られる。ロミオのマイム・パートが頻繁にみられる

のも特色である。しばしばマクミラン版が踊り手二

人の名前で呼ばれる事があるが、それは作品のでき

映えが主役の演技力（マイム）に拠るところからきて

いるもであろう。

以上が今回得た結果であるが今後もひきつづき他

の版をみていきたいと考える。

（注）

l)野崎よし夫 nシア・バレエの黄金時代 p.1541993 

新書館市川雅バレエp.491994別冊太陽平凡社

2)長野由紀咲き続ける愛の花 p.551993ダンスマガ

ジン10新書館

3)長野由紀咲き続ける愛の花 p.541993ダンスマガ

ジンIO新書館

4) ケイコ・キーンバレエ101物語 p.2001992ダンスマガジン編
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集部新書館

5) divertissement；余興の意味、物語とは直接関係の

ない踊りのこと

6) pas・de・deux；二人の踊りのことで普通は男女で

組む、グラン・パ・ドゥ・ドりと同じ意味

7) 長野由紀 nミオとジュリエット p.601995バレエ・ダンスの

きょう宴洋泉社

8)市川雅バレエp.491994別冊太陽 平凡社

9) encheain ment動きの構成・流れ

10) ケイコ・キーン．バレエ101物語p.203

ダンス・マガジン編集部．新書館
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